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た､2HNMRは 30.71MHzで操作した｡lH 化学シフト (ppm)は外部標準 (1M
(CH3)Si(CH2)3SO3Na(DSS)/D20溶液のキヤピラリー )を用いた｡重水素のスピン-格子
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影響を及ぼす｡R>6の時､水和殻の融合とウオータープールの生成が起こり､異なる結合
部位間のOD~アニオンの非局在化がAH串の増加を引き起こす｡この時､異なる結合部位
間または結合水と自由水間の高速交換は増進し､均一系のような反応 (例えば引き抜き反
応)に代わる､そしてこれは△Sキを負から正へ変える｡一方､億域 Ⅱのミセル断片にお
いても局部的に濃賭されたOD~の影響は作用し,同様の反応機構が仮定できる｡
以上の結果より､H十D交換反応での逆ミセル触媒反応の性質は323｢343Kの範囲でR
値が5.6以下の時に最も顕著で､動的構造が反応に大きく影響していることが分かった｡
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